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議糖の3,000倍の甘さがあるといわれる Dioscoreaphyllumの実。成分はタンパク質。根茎も食用となる。
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ナー，日ソ分析化学セ ミナーなどを組織化し，ま

た凶際純正応用化学連合（IUPAC） アジア ・オ

セアニア代表として世界の化学の発展に尽くし

た。これらの功絞に対し，円木化学会は平成2年

名誉会員に推戴した。
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く大学の動き〉

藤永太一郎名誉教授がソ連科学アカ

デミー外国人名誉会員に選ばれる

藤永太一郎名誉教授は， 1990

年 8月20日付で，ソ連邦科学ア

カデミーより，日ソ学術交流の

功献をたたえソ連科学アカデ

ミー外i"i人名誉会只に推放され

るとともに，クルナコプ一般及

び無機化学研究所から，アカデ

ミ一会員ニコライ．七ルゲビッチ．クルナコフ記

念、メダルがt'UJ二された。

！族永名誉教授は， .k1E8イI＇・伊11;iiJjに生まJL, !l{j 

不1116年京伺l，市｜長l大学J11!.学；＇~~化学科を卒業， JIJ［学部

日VJf，講師，助教民を経て，昭和3511＇・数民に M
f[，理学部化学教室分析化学講座を担当し， 11!3荊1

57年 1~；；年単1｝，名誉教段 l昭和58年奈良教育大学

学.k，同任期満了，滋賀文化短期大学長，ム｜’jぷ元

年 8 月退職，現住則1~n iL、人海洋化学研究所J型・j;:

jと。

同名件数j｛｛士，分析化γ：の分野において独創的

な先坦！により，新たな ：Fil；を〆J~ し， Wi’芋の発展に

jぷくしたが，七'},gな’F託公L分析化’下にお！？る先！脳的

な研究は（也に比獄ないものであり，~'i＇に1j1心とな

る研究は「倣l止五:Xl分析はーのIJIJ発」であって，次

の5つの研究に分知される。J)?W杉波ボーラログ

ラフィーによる示基ポーラ μ クラフィーの｜泊先

2）高正屯｛立あるいは高負冠位参照屯極をJIJ L、る短

絡屯流i尚定法の開発 3）電流規制ポーラログラフ

ィーの創始 4）屯解グロマトグラフィーとクーロ

ポテンシオメトリーのIHJ発 5）イオン・，u極ボルタ

ンメトリーによる液一波界面のイオン移動反応に

よる電位発生機構の動的平衡論による解析。これ

らの業航に対し，近畿化学工業会化学技術抗（昭

和27年） ，白木分析化学会賞（昭和38午ー），タラン

タ国際立（昭和58年）が授与され，昭和56iJ'.:!Jt凶

王立協会で招待講演を行った。昭和61年には，知

76回目木学士院賞が授与された。

同名誉教授はその他，数多くの分析化学の来航

をあげたが，その先見性と実行力により学界をリ

ードし，惇｜際分析化学会議，ポーラログラフィ一

国際会議，同際環境科学会議， LI米分析化学セミ

（理学部）

農学部山田康之教授が

日本学士院賞を受賞

このたび，虫学部山田康之教

民に円本学土院立が授与される

ことになった。授賞式は 6JJ上

'i1J, H本学：上院会館で－行われる

－｝＇；ζである。

山回数援は， Ji~片l~~＇出身，｜肝

不1132年京郊大学虫学部を卒業，

，，日4'.>'1て本学大学院i見学研究科修士記長程修了， j1i]35

年lrjJl~＼t土謀科退学後，本学農学部助手に採用さJ I, 

Jri]37～40'<1モ米［14~シガン州立大’芋フルブライト研

究員を経て， l1iJ12.::r二助教段，fnj57ij三同学部附出生

物細胞生産jj;I]御実験七ンター教授，平成2年同学

部品主；：化学H教J受となり，現｛！：に至っている。

同教授の今｜旦｜の受払’の対象になったのぼ「他物

倍長細胞における機能発現並びに物質産生機椛の

解析」に関する（jff究である。

この研究は，Jxが困におし、ても他物細胞地長に

以lする研究が極めて限られていた約30年1iliからUlJ

始さjL，以来今「lに至るまで，植物の機能発現桜一

怖を解明することを円指し，高等植物土台長細胞に

おけーる機能発現と二次代謝産物の産生過程の解析

を，I，心としてなされてきた数々の独創的成果のう

えに成り立ったものである。

イネ培養細胞あるいはプロトプラストからの附

体内生の成功は禾穀類における細胞工学の先駆的

業績であり，木手法を応用した非対称融合によっ

て雑種イネf午出の基盤的技術が確立された。また

』~~性不捻イネミトコンドリア内の環状 DNA の

ill伝子解析，コムギ培養細胞のリジン生合成律辿

酵素の生化学（JZ]並びに遺伝子解析，及び光独立栄

養培養細胞の育成とその炭酸固定機能，さらには

ストレス応答反応の生化学的解明，並びlζ葉緑体

変異株の作成とその遺伝子解析等，数多くの植物

au 
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機能の解明において，先導的な業績を挙げてい
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る。

さらに高等他物における二次代謝産物j老生機能

の発現と制御に関しては，特性のJ~なる細胞のモ

ザイク的存在を認め細胞選抜により高生産性細胞

株を育成し，有汀j代謝産物を大長生産するための

基盤を確立するとともに，有機化学 ・生化学 ・分

子生物学的手法を総合的 ・体系的に適用し，これ

らの物質の産生機構を解明した。特にベンジルイ

ソキノリンアルカロイドであるベルペリン並びに

ピスベンジルイソキノリンアルカロイドのアロモ

リンの大量産生株の確立と生合成変換過程の研

究，及びトロパンアルカロイド，特にスコポラミ

ンの生合成中間物質の変換にかかわる主要酵素の

分隊 ・精製と生化学的 ・分子生物学的解析によ

り，薬用植物の分子育種への道が拓かれるなど跡、

~な成果を挙げている。

同教授の研究の大きな特徴は，従来高等植物と

それから作成した無細胞システムでほ，研究が困

!Ntであった植物の機能発現と物質産生機能の解析

を，それぞれの目的とする選抜細胞を用いること

によって解明することを可能にした点で、あって，

植物の基本的代謝にかかわる屯要な多くの討f問題

が明らかにされた。これらの研究成果は，実用的

に重要な純物成分を大量生産するための普遍的基

慨技術を確立することに大きく貢献している。こ

れらの研究に関連して，昭和62作品r1i:1T，及び円

木浪芸化学会賞を受賞し，平成元年スウェーデン

ウプサラ大学名誉博士の称号が授与されている。

また同教授は，学内にあっては昭和57年本学法

学部附属生物細胞生産制御実験センターの設置並

びにその発展に尽力し，また文部省科学官， fl・学

技術会議専門委員，文部省学術審議会専門委員，

先端科学技術大学院大学創設準備委員などを歴任

するなど，学術行政に貢献した功総も大きし、。

以上のような同教授の研究 ・教育の両官11の糾；か

しい業組を考えるとき，その受1'i:はまことに下千ば

しい。

(!11’γ：tr-I¥) 

平成2年度修士学位授与式

3月23円（士）午前10川ーから，平成2年度修＝｜て

学位侵与式が，本学総合体育館で挙行された。

三戸｛伝授与式は，名誉教J更はじめ来筑臨lr'i＇~のもと

に行われ，’下位記授与，「総長のことば」があっ

て， l＇ニ1liilO時35分終了した。

木年度の修士課科修了者は，文学研究科64名，

教育学1珂究科16名，法学研究科22t'1，経済学研究

科17名，理学研究科 182名，薬学研究科38t'1，工

学研究科581名，£~学研究利 1401当の計 1, 060::¥'1で

あった。

平成 2年度卒業式

3月25Fl （月）午前10時から，平成2年度卒業

式が，木学総合体育館で挙行された。

7-j'-:業式は，名千十教授はじめ来賓臨席のもとに行

われ，学歌汗唱（京都大学計楽部交響楽団，京都

大学イ刊「l団が協力），学士試験合格証書授与，「総

長のことば」のあと，「伎の光」を斉唱して， ir
1liil Oll,j50分終了した。

新学士は，文学部213名，教育学部 68t'1，法学

部3841当，経済学部263名，理学部287名，医学部

117名，薬学部72名，工学部 9411奇，政学部308名

の計2,653名であった。
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平成3年度入学者選抜学力試験の結果

平成 3年度入学者選抜学力試験（第2次学力検査）の前期日程試験は 2月25日
に，後期日程試験は 3月13日（水） ・14日（木）に実施した。

学部別の受験者数，合格者数及び入学者数等は次表のとおりである。

(Aj (B) (C）仰1) [(E) （的 ，（G) (H) (I） 」J) (K) 
募集人員 志願者数 倍~.s I第1段階選！受験者数 倍率 ｜欠席者数欠席率合格者数｜追加合入学者数

一 (B/A)l抜合格者数i (E/M (%) l格者数
人 ＼ 一人｜ 人｜ 人 一 人人
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受験者数 ・欠席率は最終教科のものである。
法学部（後期）と経済学部（後期）には，外国学校出身者のための選考試験の志願者72名と42名，第1
次選考合格者40名と20名，受験者31名と14名，欠席者9名と 6名，合格者20名と 6名，入学手続完了者
17名と 5名がそれぞれ含まれている。
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平成3年度医療技術短期大学部

入学者選抜試験の結果

医療技術短期大学部では，平成 3年度入学者選

抜試験を 3月4日（月） ・5日（火）に実施し，

その合格者氏名を16日（土）に発表した。

受験者数及び合格者数等は次表のとおりであ
ヲ。。
学 科 ｜募集人員志願者数受験者数合格者数l
看護学科1 80人 210人1 177人 93人｜

亙言哲学科140 322 す l 45 

｜理学療法学科 20 132 114 

五孟蚕法学科 20 gg l 82 

20 

25 

計 I 160 763 644 183 

（医療技術短期大学部）

平成2年度医療技術短期大学部

の卒業式・修了式

医療技術短期大学部では， 3月18日（月）午前

10時から，本短期大学部講堂において来賓の臨席

のもとに，短期大学部卒業式及び修了式を挙行し

た。式は卒業証書 ・修了証書授与，学長式辞，来

賓祝辞と進行し，午前11時終了した。卒業生は，

看護学科77名，衛生技術学科41名，理学療法学科

18名，作業療法学科21名で，修了生は，専攻科助

産学特別専攻20名の計177名であった。

（医療技術短期大学部）

川 illlllllllllll"""""'""lllllllllU＂・0・6 川 11111111111111＂＂＇’ 川•ulllllllll llll tu“・・ 0・ ••111111 1111111＂＂＂・・＇＂＂111111 1111111＂＂＂・”・川，111111 1

部局長の交替等

文学部長

朝尾直弘文学部教授（国史学第二講座担当）が

4月1日文学部長に再任された。任期は平成4年

3月31日までである。

法学部長

北川善太郎法学部長の任期満了に伴い，その後

任として佐藤幸治法学部教授（国法学講座担当）

が4月 1日任命された。任期は平成5年 3月31日

までである。

経済学部長

伊東光晴経済学部長の任期満了に伴い，その後

任として瀬地山 敏経済学部教授（経済理論議座

担当）が4月1日任命された。任期は平成4年 3

月31日までである。

理学部長

日高敏隆理学部長の任期満了に伴い，その後任

として丸山和博理学部教授（有機化学講座担当）

が4月1日任命された。任期は平成5年 3月31日

までである。

医学部長

井村裕夫医学部教授（内科学第二講座担当）が

4月1日医学部長に再任された。任期は平成 5年

3月31日までである。

医学部附属病院長

河合忠一医学部附属病院長の任期満了に伴い，

その後任として山室隆夫医学部教授（整形外科学

講座担当）が 4月1日任命された。任期は平成5

年 3月31日までである。

工学部長

得丸英勝工学部長の任期満了に伴い，その後任

として中川博次工学部教授（水理学講座担当） が

4月1日任命された。任期は平成5年 3月31日ま

でである。

- 69ー
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教養部長

山崎和夫教養部長の任期満了に伴い，その後任

として木下富雄教養部教授（心理学担当）が4月

1 B任命された。任期は平成4年 3月31日までで

ある。

人文科学研究所長

谷 泰人文科学研究所長の任期満了に伴い，そ

の後任として吉川忠夫人文科学研究所教授（中国

思想研究部門担当）が4月1日任命された。任期

は平成5年 3月31日までである。

胸部疾患研究所長

大島駿作胸部疾患研究所長の任期満了に伴い，

その後任として久世文幸胸部疾患研究所教授（生

体防御学研究部門担当）が 4月1日任命された。

任期は平成5年 3月31日までである。

木材研究所長

樋口隆昌木材研究所長の任期満了に伴い，その

後任として佐々木光木材研究所教授（木質材料

研究部門担当）が4月1日任命された。任期は平

成 5年 3月31日までである。

ウイルス研究所長

由良 隆ウイルス研究所長の任期満了に伴い，

その後任として畑中正一ウイルス研究所教授（が

んウイルス研究部門担当）が 4月1日任命され

た。任期は平成 5年 3月31日までである。

放射性同位元素総合センター長

加藤幹太放射性同位元素総合センター長の任期

満了に伴い，その後任として栗原紀夫放射性同位

元素総合センター教授（薬物代謝生化学担当）が

4月1日任命された。任期は平成5年 3月31日ま

でである。

体育指導センタ一所長

佐野哲郎体育指導センタ一所長の任期満了に伴

い，その後任として田口貞善教養部教授（保健体

育担当）が4月1日任命された。任期は平成5年

3月31日までである。

放射線生物研究センター長

武部啓医学部教授（放射能基礎医学講座担

当）が4月1日放射線生物研究センター長に再任

された。任期は平成 5年 3月31日までである。

超高層電波研究センター長

加藤進超高層電波研究センター教授（超高層

物理学研究部門担当）が4月1日超高層電波研究

センター長に再任された。任期は平成4年 3月31

日までである。

留学生センター長

佐野哲郎留学生センター長の任期満了に伴い，

その後任として岩井保農学部教授（水産生物学

講座担当）が4月1日任命された。任期は平成4

年 3月31日までである。

学生部長

佐野哲郎学生部長の任期満了に伴い，その後任

として岩井保農学部教授（水産生物学講座担

当）が4月1日任命された。任期は平成4年 3月

31日までである。
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平成 3年度文学部博物館

春季企画展の開催

1991. 4. 1 

本学文学部博物館では，下記のとおり春季企画展「先史時代の北白JllJを開催

いたします。本学の教職員 ・学生は無料です（身分証明書を呈示）。

記

期間 4月11日（木）～6月8日（土）

ただし，一般公開に先立ち，本学教職員 ・学生にはIO日（水）

に特別に公開しますので，多数ご観覧くださし、。

開館時間 月曜日～金眼目 9 : 30～16 : 30 

土曜日 9 : 30～12 00 

（入館は閉館30分前まで ・日祝日は休館）

場 所 博 物 館 企 画 ・総合展示室（ I F・2F) 

展示内容

企画展「先史時代の北白JII」

京都大学がその一角を占める北白川の扇状地には，縄文時代を中心に先史時代

の遺跡が集中して分布しています。大学の地元ということもあって，早くから調

査がいくたびとなく行われ，その成果が文字のない時代の歴史を明らかにするた

めの重要な資料として活用されてきました。文学部博物館が所蔵する北白JII小倉

町遺跡などの遺物に，京都大学埋蔵文化財研究セ ンターによる北白川追分町遺跡

など京都大学構内の遺跡の研究成果も加えて，先史時代の文化と環境を解説し，

あわせてこの地域の特徴を考えてみることにしました。

このほか，併設展「東大寺の行事と文書」では東大寺の協力をえて，館蔵資
しゅにえ

料を中心に修二会

（お水取り）並び

に寺の歴史を語る

古文書 ・用具を展

観，図録の発刊に

あわせて「日本の

門像画」を，また

考古資料では「日

本古代文化の展開

と東アジア」を同

時にご覧いただけ

ます。
注口土器一乗寺向畑町遺跡出土

この資料は，帯状にめぐらした縄文で、飾った近畿地
方の縄文時代後期を代表する優品である。
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く紹介〉

アフリカ地域研究センター

「熱帯アフリカにおける植物利用に

関するデータペース（アフローラ）」

アフリカ地域研究センターでは，昭和61年の開

設以来，アフリカにおける自然 ・人 ・文化に関す

る総合的研究を推進してきた。個性的で多様性に

富んだアフリカ地域の特性を広義の生態学的方法

によって把握するとともに，環境破緩や開発問題

など，今日アフリカが抱える現実的な問題につい

ても，地域の実情に即した対策を模索するという

立場から研究を進めてきた。また，こうした基礎

的 ・応用的な問題に取り組む一方で，アフリカ地

域に関するわが国唯一の情報センターとしての機

能を果たすために，文献，地図，標本などの資料

のほか，アフリカに関するさまざまな情報の収集

にも努めてきた。そうした活動の一環として現在

進行中の熱帯アフリカの有用植物に関するデータ

ベース作成のプロジェクト（アフローラ ・プロジ

ェクト）について紹介する。

わが国では，過去30数年に及ぶ現地調査によっ

て，アフリカの植物とそれについてのアフリカ人

の認知や利用に関して多くの植物学的，民族学的

なデータが収集されている。しかしこれらのデー

タのほとんどは，これまで研究者が個人的に保管

して利用してきたにすぎず，一次データを公表し

たり ，それに基づいて比較研究を行うといった体

制はまだ整えられていなし、。そこで，これらの個

人の手元に埋もれがちなデータを一定のフォ ーマ

ットにしたがって集積し，データベースを構築す

る。このデータベースによって，アフリカにおけ

る有用植物資源の実態把握を容易にするととも

に，民族学，植物学，農学などさまざまな分野に

おける研究，あるいは自然の保護やその持続的利

用計画のために必要な基礎資料を提供する。さら

に，今後ますます蓄積されてゆくこの種の資料の

収集に対するガイドラインを与えるというのが，

このプロジェクトの目的である。

アフローラに収められる情報は植物学的情報と

民族学的情報に大別される。まず植物学的情報l乙

は，植物の学名のほかに，採集地，生育場所，生

活型，頻度，その他のいわゆる植物学的情報が含

まれる。また，標本所在地や標本番号，採集者，

標本同定者を明記して，標本と情報のトレースが

できるようにする。つぎに民族学的情報として

は，民族集団名や使用言語，方名とその語源，イ

ンフォーマントなどに関する付7報とともに，用途

の詳細な記ii武と用途分類及び使用部位分類にした

有用植物の豊庫，アフリカの熱帯多雨林

アフリカ産シコクピエの変異

染料用植物 Rothmanniawhitlieldii (Lindi.) 
Dandy （アカネ科）
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アフローラ関係図書の一部

がった分類コードなどが記載される。これまでに

こうしたフォーマットにしたがって約ふ000件の

一次データを入力したほか，文献資料などから数

千件に及ぶデータが集められている。

この種のデータベース化の試みは海外でも行わ

れている。たとえば，イギリスの王立植物闘（キ

ュー ・ガーデン）では主として世界の乾燥地域の

植物利用を中心にデータベース化の作業が始めら

れている。また，ベルギーやフランスなどではア

フリカの伝統的薬用植物に関する情報を集積しつ

つある。これらのデータベースと本センターのア

フローラとは以下の点で異なる。まず，アフロー

ラは，薬用植物だけでなく，食用植物や儀礼用植

物，道具，建材，装飾，染料などのさまざまな物

質文化に用いられる植物をも含むほか，蜜源や家

畜，野生動物の餌などの間接的用途をもっ植物を

もカパーする汎用データベースである。つぎに，

キュー ・ガーデンのものなどが植物の分類群別，

つまり種ごとに情報がまとめられているのに対し

て，アフローラでは地域ごと，民族集団ごと，調

査者及び採集標本ごとに情報が区別されている。

これによって民族間，地域聞の比較を容易に行う

ことができるが，キュー ・ガーデンのものは同一

種に関して世界各地から集められた情報がひとつ

のレコードにまとめられているので，そのような

比較研究をするのには不便である。これは， デー

タベースを主として新たな有用植物開発のための

基礎資料提供といった目的に使うのか，それとも

他物利用の比較を通して文化や地域の特性を明ら

かにすることにも用いるのかといった使用目的の

相違にもよるものであろう。

木プロジェクトを通して，アフリカ人の自然観

やその豊かな知的諸積についての理解が深まると

ともに，木材としての用途以外に植物がもっ多様

々潜在力が明らかになると期待されている。

（アフリカ地域研究センター）

司w，，，叫向。，，，，，，，，，””W/P＇’，，，，，，，，，.，，，，，，，，，，.，，,,,.,,,.,. ＇・町的，．

~ 

白 井 二 尚 名 誉 教 授

木学名誉教授白井二尚先生は， 3月8日逝去さ

れた。享年90。

先生は，大正15年京都帝国大学文学部を卒業

後，大学院を経て昭和4年 4月京都帝国大学文学

部講師，同 7年 7月助教授，同19年 9月教授に就

任，同38年 8月停年により退官され，京都大学名

誉教授の称号を授与された。この間，昭和23年11

月から 2年間京都大学評議員，同26年 9月から翌

年 8月まで文学部長として大学の管理運営に貢献

された。

本学退官後は，大谷大学文学部教授を経て，関

西大学社会学部教授，同学部初代学部長として尽

力された。

先生は，社会学の原理論を基礎として，社会学

の方法論や民族，村落等の領域に広く及ぶ研究に

おし、て優れた業績を残された。主な著書に『社会

学論集』，『日本人の自殺』（共編）等があり，そ

の他『日本村落調査細目』により日本全国各地の

村落につき組織的な実態調査に尽力された。

これら一連の研究活動，学術上の貢献に対し昭

和46年11月には勲二等j也日重光章を授与された。

ここに謹んで哀悼の君、を表します。

（文学部）
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く資 料〉

平成 2年度京都大学職員研修実施状況

大学における職員研修は， ’「1’峨の職務の点任の遂行に必要な知識 ・u能等を修得させ， かつ職只の能

力 ・資質等を向上させることを目的として実施するものである。

平成2年度における本学主催の職員研修突施状況については，次の｝｛に掲げるとおりである。

なお，平成2年度の特色としては， 平成元年度に引き続きさらに研修の拡充を行い，①研修参加者数

が対前年度 85名増の 550名となったこと。 (2)新係用職員研修で初の合柏研修を実施したこと。③国際交

流等に対処するため初の語学研修（英語 ・初級） を実施したこと。＠技術職員研修が今年度で一巡した

ことなどが挙げられる。

研修 の名 称 尖施期間 女J 劣l
受講者数

男 女 計
研修場所

新採用験日研修 4/ltz J省？新採用験日 43 30 73 国立若狭湾少年白然の家

主任研修（第1回） 内3J館主任（他機関を含む） 問）国（1）附）関西地区大学セミナーハウヌ、

，， 11/13～11/16 
（第2回） (4日間）

，， 28(6) 19 47(6）国立的爾少年 n然の家

監督者（係長級）研修 10/ ~3~白？ 係長（他俄闘を含む） 24(7) 8(1）削）段’-r~ f.'11 µ付属水産 ＇.）~ 験所

技術職員研修（第4回） 7／勺J能 行（ー）教室系技術帆」 54 

，， (1'f'; 5回）

中堅職日研修（第2回）

グ cm3同）

2/12～ 2/14 
(3同間）

// 64 

6/12～ 6/14 4Jj: 務系 i倣 ll 33 
(3日間） （係用後3年～5年）

8/27～ 8/29 グ

(3日間） （採用後5iJ三～lO~p) 39 

8 62 附属図 3 釘~. J1J!, 11'1－セ

6 70 ，， 

22 55 京 大会 世rt:

21 60 ，， 

，， 10/16～10/18 グ

（第4阿） (3日間） （採m後10年以上） 48 24 72 // 

実務研修（施設系） 1円3~儲施設系技術職 R 9 9 経済乍 mi特万I]1i111i義宣

語学研修（英語 ・初級） 10/2~説省？事務系職口 6 14 20 附悶－，I｝館，叫滞 LL 

合計 380(21)170 (2) 550(23) 

（ ）中l主他限闘の受n持奇数で内J.&
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引＜＞•11 ＂＇＇~＂＇11• ＜＞＇”・D’II 『．中‘＇＂』0«11• ’申‘，，’＂白’仰中目II ’＇0”II’〈〉’II

；く随想＞ tド製作所内に開設された「レン卜ゲン講習所」 6 
に端を発し，今のところも ，診療放射線技術学き

2 天神山の麓から 科だけで，放射線技師の養成に当っている。 ！ 
2 名誉教授 花岡 正男 「短大のキャンパスは，園部盆地を取囲む山！

0 の一つ，天神山麓にあ り，生前から菅公を組っ 2 
~ 退官になった気楽さもあ ノ戸「＼ たとし、う生身天満宮と背中合せに，新装なった b
x り，一昨年夏，まだ壁が鈴え 勾’偽＼ 園部駅を見下している。キャンパス内を猿が走 i
Zていた西ベルリンでの同際免 I a邑撮 ったとも聞き，雪が積れば狸の足跡がみられ 3
2疫学会議のあと，南下して， ．・Ir! る。鳥の崎戸だけは， 四季絶えることはない。 ； 

i北イタリアのパト。ヴァに普く し凋臥 環境はよいが，ここで4年制の同じ学科の大学 ！

。 いた。 ローマ時代からの硝接 電E’ヘ4す と匹敵する教養，医学，工学にわたる内容を 3 ~ 
iに凹まれた刷ミな大学ttlJfこや 、 ，IV /,re:闘で教えようというのであるから，先生も学 i
iってきたのは，スタロヴェニ 生も大変である。 0 
¥ tLfl：世のrot画をみるためでもあった。素朴で硯 現在，コンピュータを組みこんだ大型機器が 2
2い乍使いのなかにも，鋭くまたは柔かく ，それ 示す画像で，体内の同所をみながら，病気の診 き

？ ぞれの視線を交しあう人物像が印象的な，聖母 11~r と治療をすることが脚光を浴びている。造影 2
5とキリストの一代記（土， 門外出の心を打つもの 剤で浮び上った休の一部の血管網を立体像へ変 f
iがあった ジ十 y トがこの壁画を描いた80年余 換したり，動脈か111鰍 の一方を消してしまう， 2 
0 り前の1222年，l!IJの中心部に，パドゥー7大学が さらには，血管内造影剤の流れを刻々記憶さ ？

~ IJfj,没された。その区域は，今も大学木部などに せ，動画を作りだす。これをみれば，どこでど 5
~ {;l'.わJしているo －，＝甘い｛＇j・まいを今に残し，列柱が の程度血流が悪くなっているか，一目瞭然、であ f
i波ぶ二l'i''iの回廊をめくらせた建物がコルテを困 る。そのところへ皮膚に近い太い動 ・静脈か ；

qむ一平IIに，学生が往きかっていた。夜，涼を求 ら，細い管をくぐらせ，血管がつまっていれば，Z
iめて再び行ってみると，そのコルテで前奏会が 風船で弘げてしまう。そこに，限局された描病 i
0 fU；さ九古い建物と炊石にひびく ・rt色を聞きな 巣があれば，すぐ近くの動脈まで管をくりこん i
iがら，日本の大学では，なかなかこんなムード で，その部分を閉塞して血流を絶っか，薬剤を 5
3は山せないと思ったものである。 集中的に送りこんで，癌細胞を退治する。造影 1
2 この木部のなかに，159,1-rrに店てられた桝lj 剤やX線を伎わなくても， 水分子の分布の）Q¥,' ~ 
Q ~'f:-の講堂も残っており，民体解剖が示説された を読みとる，核磁気共鳴映像法でみれば，j脳採 2
6面影を今に伝えている。パドウ、7大学を訪れた 内の構造の変化や血流の異常も，やはり動画に i
iゲーテは，「イタリア紀行」のなかで，大学の してブラウン管に映し出せる。どの方法をとる i
i建物の7,..t'J' ~-jーは堂々としているが，その狭さ ， にせよ ，鮮明な画像が映しだされなければ仕事 6
3とくに解剖学講堂では，学生が圧縮されて講義 にならない。そこが，機器の性能を熟知した技 j
Zをうける形になると驚いている。多分それより 師の腕の見せどころである。病理検査妓師がき f
？粗末な建て替え前の講堂で，近代解剖学生みの れいな組織原木を作ってくれなければ，経験豊 ；

i親ヴェザリ M が講義をしこの狭い大学で， かな病理医でも，確信ある診断ができないのと i
jガリレオが名講義で学生を惹きつけ，コペルニ 同じである。この医師と放射線技師とが呼吸を f
x クスや血液循環生理学のハーヴェイら，欧州各 合せて診断 ・治療に当る方法の基礎と応用を究 b
~ J也からの俊英が学ひ。育った。 めるのが，京都大学の気風から最も嫌われる意 I
~ この古く狭いノミドヴァ大学の話を，昨年の入 l床の単語を冠した， interventional radiology ~ 

2 ~'f:-式で新入生に話したが，それにおとらずこじ で，適当な訳語もない。しかし，気楽者の多い Z
Jんまりとした「京都医球技術短大」をあづかっ わが短大で、は，学生を鍛えあげるのに，彼らに l
iて2年たった。国立大の附置研究所から，私.，，.L どう「介入」してゆくか， 頭のいたいところで 1
1で教育が専らの短大へと，迎うことが多すぎて， ある。 （はなおか まさお 元ウイルス研究所 。

i戸惑いながらも ，退官の翌日から何とかしのい 長平成元年退官専門は血液病理学，免疫病11 ~ 
1 できた。この短大は， II｛｛手｜！の始まりと共に，島 胞学） － 
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［珍書7このたひ’本学

附属国哲館に立

派なダンテの胸

像が寄贈された。寄贈の主は，附属図書館所蔵

のダンテ文献のコレクション「旭光文庫」を寄

贈された故大賀寿吉氏のご令孫に当たられる松

井恵美子さんであるとうかがった。

世界的大詩人がどのよ うな風貌の持主であっ

たかということは，なかなか興味をそそられる

ところである。ダソテの

同時代人であり，『村1曲』

の中で出藍の誉れと讃え

られているジヨットの描

いたものが詩人の最古の門

像であろう。その絵は，今

日でもフィレンツェの国立

美術館で鑑賞することがで

きる。このいかにも「若き

学究の徒」といった端麗な

面立ちの〆ンテ像は， ダン

テ関係の文献などの挿絵と

してしばしば登場するの

で，あるいは皆さんのお自

に止まっているかもしれな

い。美術史家の始祖ヴァザ

ーリはこの肖像が，「生き

ている人物を巧みに自然ら

しく描いた」ものだと絶賛

ダ ン テ の胸 像

髭の毛と髭は濃く ，ちぢれていて，いつも不機

嫌な物思いにふけるような顔つきであった」。

さて，今度ご寄贈し、ただし、たダンテの像は，

威風堂々とした中年の哲人といった面影があ

る。今世紀初頭の彫刻家の手になる作かと思わ

れる。おそらく大賀氏が昭和の初期に渡欧され

た時，求められたものであろう。大賀氏は一生を

ダンテ研究に捧げられ，多年にわたりダンテ関

係の文献収集に努められた。その貴重なコレク

ションが，本学の誇りと

する「1Ui光文庫」にほか

岩倉具忠

（本学附属図書館所蔵）

している。ダンテよ りほぼ五十歳年少のボッカ

ッチョは，この尊敬してやまぬ同郷の詩人の風

貌をこんなふうに捉えている。「顔は面長で，鼻

は鷲鼻，限は大きめで，頬骨が張り，唇は下唇

が出て受け口であった。顔の色は褐色で，黒い

ならなし、。ダンテ研究に

携わるものはこの文庫か

ら大思をこうむっている。

同氏の畏友であり， 『や11

11!1』（お波文時）の訳者

である 山川内三郎は，そ

の「おくがき」で次のよう

に述べている。 「大賀芳古

氏の逝去は我国に於ける〆

ンテ研究途上の一大損失で

あった。〆ンテに対する氏

の熱愛とその真撃な態度と

は誠に稀にみる所であっ

て，］」見は誹凶に立ち，或は

文筆を馳せ，書店を開放

し，或はまた後進の学徒を

集めて『神曲』を講じ，孜

孜として斯学の興隆に力めた」。

この胸像は，いま附属図書館4階の応接室に

安置され，ひっそりと「旭光文庫」を見守って

いる。

（し、わくら ともただ文学部教授）
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